
女性チャレンジ応援拠点だより

コラム すこし先を読み、まずはそなえる3点

2026年6月

10年前の野村総研の共同研究で「将来も人間

が担う」とされた「カウンセラー」ですが、人

間のカウンセラーはしだいに「スーパーバイ

ザー」（指導・監督あるいは、上級カウンセ

ラー）役を求められるかもしれません。

みなさんの活動にとっても、みなさんを応援

するわたしたちにとっても、これまでと変わら

ず、あるいはこれまで以上に大切なことは何か。

共通して一つ挙げるとすれば「コミュニケー

ション能力」は断トツです。その発揮にはベー

スに次の３点が要りますね。

①他者への敬意 ②自身の謙虚さ ③「コミュ

ニケーションギャップは付きもの」という前向

きな諦め

３点とも実践は『言うは易く行うは難し』です

が、人を支える活動の多いみなさんにとっても、

スタッフにとっても、まずは努力すべきトップ

３かもしれません。「ギャップは付きもの」と

思えれば伝える意義も増すというものです。ス

タッフ一同、トップ３に心がけていきます。み

なさまのご利用をお待ちしております。

スタッフおすすめ！セミナーのご案内

今月ご紹介するセミナーは、『拠点ゼミ7月 めざす未来へのロードマップ作成ワーク＆オー
プンコンサル 2026年夏』です。
「拠点ゼミ・オープンコンサル」とは、あなたの活動を支える「根っこ」を考える人気のシ
リーズで、今年で6年目になります。参加者同士や講師と対話・交流しながら実施します！ゼミ
のようなアットホームな空間で、同じく活動する女性とともに、目標までのロードマップを作
成し、自分自身と活動について見つめなおしましょう(^^)

日程・申込方法等は裏面をご確認ください⇒

チャレンジするみなさんと、みなさんを応援す

る「拠点」の次の10年を考えるとき、いえ、何を

するにしても、いまやAI抜きには考えられないと

思います。2015年12月に発表された『日本の労働

人口の49％が人工知能やロボット等で代替可能

に』（野村総合研究所と英国オックスフォードの

共同研究）から10年、2022年11月に日本で公開さ

れたChatGPTがAI社会を一気に進め、昨年からは、

人間の簡単な指示一つで自律的に働くAIが普及し

始めています。AIの社会的なインパクトはこの先

10年を見据え、これからが本章にちがいありませ

ん。

日々の仕事や暮らしに関わる範疇で、私たちの

生活にも、AIのやることが広く深く関わっていく

のだと思います。今年3月発表の『生成AIの利用実

態に関するアンケート結果』（内閣府消費者委員

会事務局）によれば、 AI使用目的の1位（76.4％）

は「情報検索・リサーチ」、2位（33.9％）「文章

作成・編集」、そして3位（23.3％）「悩み相談」。

特に10代女子に限っては半数以上がAIを相談相手

に挙げています。

女性チャレンジ応援拠点は

2027年1月で開室10周年を迎えます！



セミナー情報

『拠点ゼミ７月 めざす未来へのロードマップ作成ワーク＆オープンコンサル 2026年夏』 

日時：令和８年7月11日（土）13:00～16:00 お申込みはこちらから

場所：クレオ大阪中央 4階セミナーホール

講師：リー・ヤマネ・清実さん

（女性チャレンジ応援拠点コーディネーター、中小企業診断士）
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